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義
井

博
著

『
日
独
伊
三
国
同
盟
と
日
米
関
係
』

ー
太
平
洋
戦
争
前
国
際
関
係
の
研
究
ー

U

　
太
平
洋
戦
争
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
内
外
の
学
界
で
様
々
な
研
究

が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
近
因
が
中
国
問
題
、
日
本
の
南
方
進
出
、
枢
軸
同
盟

（
日
独
伊
三
国
同
盟
）
に
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
定
説
と
な
つ
て
い
る
が
、
本
書
は

特
に
日
独
伊
三
国
同
盟
に
焦
点
を
あ
て
「
太
平
洋
戦
争
の
発
生
直
前
の
時
期
に

限
定
し
、
日
米
関
係
が
急
角
度
に
悪
化
し
た
一
九
四
〇
～
四
一
年
の
時
期
を
対

象
と
し
て
、
そ
の
期
問
内
で
の
最
も
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
問
題
点
の
一
つ
と

思
わ
れ
る
日
独
伊
三
国
同
盟
と
日
米
関
係
、
の
み
を
検
討
の
対
象
と
し
て
、
国
際

関
係
史
研
究
の
立
場
か
ら
太
平
洋
戦
争
の
近
因
の
考
察
を
深
め
て
み
た
い
」

（
は
じ
め
に
ー
問
題
の
所
在
、
一
一
ぺ
ー
ジ
）
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
日
独
伊
三
国
同
盟
の
研
究
は
着
実
に
発
展
し
て
ぎ
た
と
い
え
よ
う
。
日
本
に

お
い
て
は
極
東
国
際
軍
事
裁
判
関
係
資
料
、
外
務
省
文
書
、
陸
海
軍
関
係
文
書
、

　
　
　
紹
介
と
批
評

『
木
戸
幸
一
日
記
』
（
全
二
巻
）
（
昭
和
四
一
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）
、
参
謀
本
部
編

『
杉
山
メ
モ
』
（
全
二
巻
）
（
昭
和
四
二
年
、
原
書
房
）
に
代
表
さ
れ
る
政
策
決
定
に

た
ず
さ
わ
つ
た
当
事
者
の
目
記
、
安
藤
良
雄
・
大
井
篤
・
富
永
謙
吾
ほ
か
編
『
証

言
記
録
・
太
平
洋
戦
争
・
開
戦
の
原
因
』
（
昭
湘
五
〇
年
、
サ
ソ
ヶ
イ
新
聞
社
出
版

局
）
、
新
名
丈
夫
編
『
海
軍
戦
争
検
討
会
議
記
録
ー
太
平
洋
戦
争
開
戦
の
経
緯
』

（
昭
和
五
一
年
・
毎
日
新
聞
社
）
な
ど
の
メ
モ
ワ
ー
ル
の
類
が
多
量
に
公
開
さ
れ
、

そ
れ
に
基
い
て
質
の
高
い
研
究
成
果
が
世
に
問
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
、
目
本
国
際
政
治
学
会
太
平
洋
戦
争
原
因
研
究
部
編

『
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
ー
開
戦
外
交
史
』
（
第
五
巻
）
（
昭
和
三
七
年
、
朝
日
新
聞
社
）

の
大
畑
篤
四
郎
・
細
谷
千
博
両
教
授
の
防
共
協
定
強
化
問
題
か
ら
三
国
同
盟
に

い
た
る
日
本
側
の
動
き
を
綿
密
に
追
つ
た
そ
れ
で
あ
り
、
さ
ら
に
ド
イ
ッ
側
の

資
料
と
研
究
を
ふ
ま
え
て
さ
れ
た
三
宅
正
樹
教
授
の
大
著
『
日
独
伊
三
国
同
盟

の
研
究
』
（
昭
和
五
〇
年
、
南
窓
社
）
で
あ
る
。
一
方
ア
メ
リ
ヵ
及
び
ド
イ
ッ
に
お

け
る
研
究
は
b
き
一
名
●
ω
畠
8
a
g
円
訂
》
図
置
》
田
き
8
”
巳
冒
冨
－

琴
の
①
1
》
ヨ
o
ユ
。
き
園
①
一
鉾
一
〇
β
9
一
漣
ド
2
0
≦
嘱
o
碁
ド
3
0
。
℃
国
§
の
け
ピ
●
ギ
？

ω
ω
。
一
ω
①
F
O
R
ヨ
”
昌
き
α
宣
冨
口
》
ω
菖
身
ぎ
月
。
邑
富
識
き
∪
苞
o
目
餌
q

一
〇
ω
ω
1
一
逡
ど
国
o
毒
碧
α
国
Φ
旨
茜
乞
①
≦
帰
o
詩
ご
①
P
肖
ぽ
o
ω
o
日
日
Φ
び
U
Φ
〒

け
ω
o
包
9
β
山
q
b
儀
冒
冨
ロ
N
名
一
ω
9
Φ
β
山
窪
竃
ぎ
耳
窪
お
誤
ム
罐
O
堕
＜
o
ヨ

》
旨
一
－
ざ
且
暮
震
息
欝
け
摯
日
U
お
ぎ
ぎ
洋
Φ
窓
窪
“
田
冨
鶉
＆
一
①
N
ξ

象
巨
o
目
讐
一
ω
9
Φ
β
く
o
茜
①
の
o
匡
。
窪
①
α
①
の
N
≦
巴
叶
①
ロ
名
①
一
け
ζ
一
認
o
ω
樽
↓
空

げ
ぎ
鴨
算
這
①
P
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
が
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ギ
の
研
究
を
の
ぞ
い
て

著
者
a
表
現
を
借
り
れ
ば
、
「
一
国
史
的
視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
重
点
」

（
は
じ
め
に
、
一
四
ぺ
ー
ジ
）
を
置
い
た
も
の
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
　
　
（
三
五
九
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

　
こ
う
し
た
研
究
に
満
足
し
な
い
著
者
は
日
本
や
ア
メ
リ
カ
と
い
う
一
国
の
視

点
か
ら
で
な
く
、
日
米
関
係
の
推
移
を
国
際
政
治
の
全
体
構
造
の
中
で
三
国
同

盟
を
と
ら
え
よ
う
と
考
え
た
。
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
の
研
究
は
、
目
独
関
係
と
日
米

関
係
の
反
比
例
関
係
を
論
証
し
、
著
者
も
そ
の
研
究
方
法
に
魅
力
を
感
じ
て
い

る
が
、
本
書
は
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
が
見
逃
し
て
い
る
側
面
、
す
な
わ
ち
日
独
伊
三

国
同
盟
が
日
独
伊
ソ
四
国
同
盟
に
拡
大
さ
れ
る
と
い
う
構
想
を
重
視
し
、
四
国

同
盟
問
題
の
究
明
を
第
一
の
課
題
と
し
、
さ
ら
に
独
ソ
開
戦
に
よ
り
四
国
同
盟

構
想
が
完
全
に
消
滅
す
る
と
そ
れ
が
ア
メ
リ
ヵ
の
対
日
政
策
に
ど
の
よ
う
な
変

化
を
も
た
ら
し
た
か
の
分
析
が
第
二
の
課
題
と
し
て
浮
び
上
つ
て
く
る
。

　
こ
う
し
た
観
点
か
ら
著
者
は
本
書
を
次
の
よ
う
に
構
成
す
る
。

　
は
じ
め
に
～
問
題
の
所
在
ー

第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

ド
イ
ッ
の
政
戦
略
構
想
と
日
独
伊
三
国
同
盟
の
目
標

自
動
的
参
戦
義
務
の
問
題
と
日
本
海
軍
の
態
度

日
独
伊
ソ
四
個
同
盟
問
題

日
独
関
係
と
ア
メ
リ
カ

独
ソ
開
戦
と
日
米
交
渉

お
わ
り
に
ー
結
論
的
考
察
1

二

　
第
一
章
は
西
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
大
陸
を
電
撃
戦
に
よ
つ
て
制
覇
し
た
後
の
ヒ
ッ
ト

ラ
ー
の
政
略
・
戦
略
か
ら
説
き
お
こ
し
、
】
九
四
〇
年
七
月
三
一
日
の
秘
密
会

議
に
お
け
る
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
発
言
の
吟
味
が
な
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
ヒ
ッ
ト

ラ
ー
の
判
断
は
次
の
三
点
に
要
約
さ
れ
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六
　
　
　
（
三
六
〇
）

H
イ
ギ
リ
ス
の
戦
意
の
支
柱
は
ゾ
連
と
ア
メ
リ
カ
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
背
後
の
勢
力

を
除
去
し
な
い
限
り
、
戦
争
は
長
期
戦
に
な
る
。

⇔
ソ
連
の
粉
砕
に
成
功
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
戦
意
を
挫
く
こ
と
が
で
ぎ
る
ば
か
り

で
な
く
、
日
本
が
極
東
で
優
位
に
立
つ
こ
と
に
な
る
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
は
日
本
に
牽

制
さ
れ
、
影
響
力
が
後
退
す
る
。

㊧
要
す
る
に
、
ソ
連
を
壊
滅
さ
せ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
も
希
望
を
失
い
、
戦
争
は
ド
イ

ツ
の
勝
利
で
終
る
。

　
こ
の
会
議
の
結
論
は
対
ソ
攻
撃
の
決
定
で
な
く
、
概
定
で
あ
つ
た
と
み
な
す

べ
き
だ
と
い
う
の
が
著
者
の
考
え
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
対
ソ

攻
撃
と
の
関
連
か
ら
日
本
に
対
し
対
米
牽
制
力
と
し
て
の
期
待
を
寄
せ
、
来
栖

駐
独
大
使
に
リ
ッ
ペ
ン
ト
・
ッ
プ
外
相
を
接
近
さ
せ
る
。
東
京
に
送
ら
れ
た
ス

タ
ー
マ
ー
特
使
の
発
言
か
ら
も
ド
イ
ツ
に
と
つ
て
三
国
同
盟
の
標
的
が
ア
メ
リ

カ
で
あ
つ
た
こ
と
は
容
易
に
知
ら
れ
る
。
で
は
目
本
側
が
三
国
同
盟
に
期
待
し

た
の
は
何
で
あ
つ
た
の
か
。

　
第
二
章
で
は
三
国
同
盟
成
立
史
上
最
も
重
要
で
あ
つ
た
海
軍
の
態
度
と
そ
の

変
化
の
追
求
に
著
者
の
分
析
は
進
む
。

　
通
説
に
よ
れ
ば
、
第
二
次
近
衛
内
閣
に
お
い
て
三
国
同
盟
を
締
結
す
べ
き
か

否
か
討
議
し
た
際
、
吉
田
善
吾
海
相
が
こ
れ
に
反
対
し
、
悩
ん
だ
末
病
気
辞
職
、

後
任
の
及
川
古
志
郎
海
相
が
豊
田
貞
次
郎
次
官
と
共
に
賛
成
し
、
急
転
直
下
締

結
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
著
者
は
こ
れ
に
疑
問
を
提
し
、
吉
田
が
『
近

衛
文
麿
』
の
編
著
者
矢
部
貞
治
に
あ
て
た
書
簡
「
三
国
同
盟
の
議
題
は
…
…
実

は
小
生
歴
任
の
阿
部
内
閣
は
勿
論
米
内
内
閣
時
代
、
又
小
生
退
任
の
九
月
五
日

に
至
る
ま
で
の
第
二
次
近
衛
内
閣
に
お
い
て
も
、
公
私
と
も
に
閣
内
は
勿
論
、



小
生
と
陸
外
両
相
の
問
に
も
話
題
に
上
り
た
る
こ
と
は
全
然
無
之
次
第
に
て
、

九
月
下
旬
小
生
築
地
に
入
院
中
、
新
聞
紙
に
て
初
め
て
そ
の
発
表
を
見
、
そ
の

急
速
変
転
に
一
驚
を
喫
し
た
る
始
末
に
有
之
…
…
」
、
と
同
じ
く
吉
田
の
著
者

へ
の
談
話
か
ら
当
時
の
史
料
と
罵
し
合
わ
せ
て
、
ま
ず
吉
田
海
相
時
代
に
は
三

国
同
盟
問
題
が
閣
議
で
正
式
に
と
り
あ
げ
ら
れ
な
か
つ
た
こ
と
を
論
証
し
、
ま

た
後
任
の
及
川
海
相
も
三
国
同
盟
を
対
英
米
軍
事
同
盟
と
す
る
こ
と
に
は
慎
重

な
態
度
を
と
り
続
け
、
特
に
自
動
的
参
戦
義
務
の
発
効
を
極
力
警
戒
し
、
絶
対

に
自
主
的
参
戦
の
建
前
に
修
正
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
、
松

岡
外
相
の
確
約
を
得
て
よ
う
や
く
賛
成
に
踏
み
切
つ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

る
。　

で
は
海
軍
の
政
策
転
換
の
真
意
は
何
で
あ
つ
た
の
か
。
海
軍
の
最
終
的
同
意

は
O
自
主
的
参
戦
の
問
題
、
⇔
旧
ド
イ
ッ
領
委
任
統
治
諸
島
の
問
題
、
匂
対
ソ

国
交
調
整
問
題
に
つ
い
て
ド
イ
ッ
側
か
ら
協
力
を
得
ら
れ
る
と
い
う
松
岡
外
相

の
保
障
を
信
頼
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
三
国
同
盟
締
結
に
反
対
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
陸
軍
と
の
対
立
が
表
面
化
し
、
第
二
次
近
衛
内
閣
崩
壊
の
事
態
で
も
生
じ

た
場
合
、
海
軍
に
全
責
任
が
間
わ
れ
る
こ
と
を
お
そ
れ
た
（
六
六
ぺ
ー
ジ
）
、
さ

ら
に
同
盟
に
絶
対
反
対
の
態
度
を
と
る
こ
と
は
、
対
英
米
戦
争
の
自
信
の
欠
如

を
露
呈
し
、
「
艦
隊
の
士
気
に
お
よ
ぼ
す
影
響
」
が
大
き
い
の
み
な
ら
ず
、
「
海

軍
存
在
の
意
義
」
ま
で
う
た
が
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
つ
た
（
六
七
ぺ
ー
ジ
）
と
い

う
指
摘
は
鋭
い
。

　
第
三
章
は
、
著
者
が
最
も
力
点
を
お
く
三
国
同
盟
に
ソ
連
を
加
入
さ
せ
て
日

独
伊
ソ
四
国
同
盟
に
発
展
さ
せ
る
構
想
を
論
じ
て
い
る
。
ま
ず
独
ソ
不
可
侵
条

約
の
締
結
以
前
に
も
四
国
連
合
構
想
が
あ
つ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
一
九
三
六

　
　
　
紹
介
と
批
評

年
二
月
に
成
立
し
た
日
独
防
共
協
定
が
ソ
連
を
且
標
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た

た
め
、
翌
年
一
一
月
に
締
結
さ
れ
た
日
独
伊
防
共
協
定
も
そ
の
対
象
は
ソ
連
で

あ
る
と
い
う
通
説
に
疑
問
を
提
す
る
。
す
な
わ
ち
一
九
三
八
年
か
ら
九
年
に
か

け
て
展
開
さ
れ
る
日
独
伊
防
共
協
定
強
化
問
題
を
め
ぐ
る
日
独
交
渉
を
考
え
る

時
、
日
本
は
ソ
連
を
標
的
と
す
る
考
え
方
に
対
し
、
ド
イ
ッ
は
む
し
ろ
そ
の
対

象
を
英
仏
に
す
る
と
の
態
度
を
示
し
て
い
る
点
と
、
一
九
三
九
年
八
月
に
世
界

を
驚
か
せ
た
独
ソ
不
可
侵
条
約
の
締
結
を
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
の
二
つ
に
よ
つ

て
疑
問
点
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
。
ド
イ
ッ
側
の
公
式
文
書
か
ら
は
日
独
伊
ソ

四
国
同
盟
締
結
と
い
う
明
白
な
意
識
は
出
て
こ
な
い
に
せ
よ
、
「
枢
軸
国
と
ソ

連
と
の
間
の
和
解
」
と
い
う
表
現
を
通
し
て
、
四
国
提
携
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ

つ
た
事
実
を
知
り
う
る
（
一
〇
二
ぺ
ー
ジ
）
し
、
ま
た
目
独
伊
防
共
協
定
強
化
問

題
に
対
し
て
ド
イ
ツ
は
反
英
を
第
一
と
し
、
反
ソ
を
基
本
構
想
と
す
る
日
本
と

の
間
に
は
大
ぎ
な
く
い
違
い
が
あ
り
、
特
に
日
本
の
政
策
決
定
者
は
い
た
ず
ら

に
論
争
を
く
り
返
し
て
時
間
を
浪
費
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
第
四
章
は
日
独
伊
三
国
同
盟
成
立
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
反
応
を
分
析
し
た

も
の
で
あ
る
。
著
者
は
ハ
ル
国
務
長
官
に
影
響
を
与
え
た
グ
ル
ー
駐
日
大
使
の

見
方
を
ま
ず
と
り
あ
げ
る
。
グ
ル
ー
は
元
来
対
日
政
策
に
つ
い
て
は
慎
重
論
の

立
場
を
と
つ
て
き
た
が
、
三
国
同
盟
の
成
立
に
つ
い
て
は
日
本
が
「
略
奪
国
の

チ
ー
ム
・
又
は
組
織
」
に
加
盟
し
た
と
見
て
、
対
日
制
裁
を
勧
告
し
て
い
る
。
ワ

シ
ン
ト
ソ
は
米
英
関
係
を
緊
密
化
さ
せ
る
と
同
時
に
「
民
主
主
義
国
の
兵
器
廠
」

で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
自
ら
国
民
に
呼
び
か
け
、
さ

ら
に
武
器
貸
与
法
案
を
通
過
さ
せ
る
。
こ
の
章
で
は
さ
ら
に
ド
イ
ツ
の
対
米
政

策
、
三
国
同
盟
締
結
後
の
日
独
関
係
と
日
米
独
三
国
の
相
関
関
係
が
巧
み
に
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
（
三
六
一
）



紹
介
と
批
評

析
さ
れ
て
い
る
。

　
第
五
章
は
、
独
ソ
開
戦
と
日
米
交
渉
を
扱
つ
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
日
米
交

渉
の
過
程
で
ハ
ル
国
務
長
官
が
日
本
の
三
国
同
盟
か
ら
離
脱
を
求
め
た
こ
と
、

す
な
わ
ち
ハ
ル
の
硬
直
外
交
と
目
本
の
対
応
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
る
。
独
ソ
戦

争
が
勃
発
す
る
と
ハ
ル
国
務
長
官
は
目
ソ
同
盟
締
結
の
可
能
性
が
皆
無
に
な
つ

た
と
し
て
対
目
強
硬
態
度
の
採
用
が
可
能
だ
と
判
断
し
た
。
著
者
は
ホ
ー
ソ
ベ

ッ
ク
国
務
省
極
束
問
題
政
治
顧
問
の
覚
え
書
き
等
も
引
用
し
て
ア
メ
リ
カ
の
対

日
強
硬
政
策
の
採
択
は
独
ソ
開
戦
の
連
鎖
反
応
で
あ
つ
た
と
見
て
さ
し
つ
か
え

な
い
と
の
結
論
を
下
す
（
一
七
一
ぺ
ー
ジ
）
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
が
三
国
同
盟
離
脱

問
題
を
日
米
交
渉
最
終
段
階
の
ハ
ル
ノ
ー
ト
の
中
で
な
お
固
執
し
た
の
は
単
な

る
開
戦
の
た
め
の
大
義
名
分
に
す
ぎ
な
か
つ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
と
指
摘
す
る
。

　
お
わ
り
に
あ
た
つ
て
、
．
著
者
は
三
国
同
盟
離
脱
問
題
と
並
ん
で
中
国
か
ら
の

撤
兵
問
題
、
南
部
仏
印
進
駐
問
題
を
と
り
あ
げ
る
が
、
こ
こ
で
も
ア
メ
リ
カ
は

日
中
戦
争
の
終
結
は
外
交
戦
略
か
ら
見
て
日
米
に
と
つ
て
不
利
だ
と
判
断
し
て

お
り
、
ホ
ー
ン
ベ
ッ
ク
の
覚
え
書
き
な
ど
か
ら
ア
メ
リ
カ
政
府
が
日
中
戦
争
の

継
続
を
ひ
そ
か
に
期
待
し
て
い
た
と
解
釈
し
（
一
七
八
～
一
七
九
ぺ
！
ジ
）
中
国

か
ら
の
撤
兵
も
参
戦
の
口
実
に
利
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

　
南
部
仏
印
進
駐
に
つ
い
て
も
ア
メ
リ
カ
は
自
ら
他
国
領
土
で
あ
る
グ
リ
ー
ン

ラ
ソ
ド
や
ア
イ
ス
ラ
ソ
ド
に
進
駐
し
て
い
る
が
、
目
本
の
南
部
仏
印
進
駐
に
対

し
て
は
断
固
と
し
た
制
裁
を
加
え
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
矛
盾
を
著
者
は
独
ソ

開
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
の
世
界
政
策
の
反
映
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘

す
る
（
一
九
二
ぺ
ー
ジ
）
。

一
一
八
　
（
三
六
二
）

　
　
　
三

以
上
紹
介
し
た
よ
う
に
、
本
書
は
、
根
本
資
料
と
内
外
の
研
究
成
果
を
参
照

し
て
、
日
独
伊
三
国
同
盟
を
国
際
関
係
の
新
し
い
視
角
か
ら
分
析
し
た
ユ
一
一
ー

ク
な
研
究
で
あ
る
。
一
ニ
ペ
ー
ジ
を
費
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
参
考
文
献
、
さ

ら
に
あ
と
が
ぎ
に
示
さ
れ
て
い
る
著
者
の
方
法
論
、
ド
イ
ッ
歴
史
学
の
権
威
、

レ
オ
ポ
ル
ト
．
フ
ォ
ン
・
ラ
ソ
ケ
の
理
論
を
批
判
的
に
摂
取
し
、
ル
ー
ド
ウ
ォ

ヒ
．
デ
ヒ
オ
の
史
学
方
法
論
を
取
り
入
れ
た
著
者
の
歴
史
を
見
る
目
は
確
か
で

あ
る
。

　
著
者
の
歴
史
家
と
し
て
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
名
古
屋
大
学
文
学
部
史
学
科

と
特
に
参
加
し
た
大
阪
大
学
文
学
部
西
洋
史
研
究
室
の
国
際
関
係
史
研
究
会
に

よ
つ
て
得
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

　
著
者
の
歴
史
家
と
し
て
の
能
力
は
、
す
で
に
、
『
国
際
関
係
史
』
　
（
昭
和
四
六

年
、
南
窓
社
）
、
『
昭
和
外
交
史
』
（
昭
和
五
〇
年
、
南
窓
社
）
な
ど
に
よ
つ
て
示
さ
れ

て
い
る
が
、
今
回
、
大
学
の
紀
要
、
学
会
誌
な
ど
に
寄
稿
し
た
論
文
が
一
冊
の

書
物
と
な
つ
て
読
者
の
前
に
提
示
さ
れ
た
の
は
誠
に
有
難
い
。
今
後
も
益
々
の

精
進
を
祈
り
た
い
。
　
　
　
　
　
（
南
窓
社
、
一
九
七
七
年
、
二
八
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
井
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